
境港市の防災対策 
 

～防災への理解を深め、日頃から災害に備えましょう～ 

平成３０年２月９日 まちづくり若者委員会資料 

1 

 

境 港 市 役 所 自 治 防 災 課 

～地震・津波・原子力・弾道ミサイルなど～ 



防災体制の強化・整備 

【施策の展開方針】 
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◆市では地域防災計画に基づき、事前対策、応急対策、災害復旧に努めます。 

◆防災講演会や防災訓練、出前講座などにより、市民の防災意識の啓発に努めるとともに 

 自主防災組織や防災リーダーの育成により、住民主体の防災力向上を図っています。 

◆消防や警察等の関係機関との連携を強化し、防災体制の確立に努めています。 

【取り組むべき課題】 
 

  

【現  状】 
 

  

◆「自助」 個々の家庭における日頃からの災害への備えの充実。 

◆「共助」 自主防災組織の組織率向上と活性化。 

◆「公助」 災害活動拠点や防災資機材等の整備、充実。 

◆公共施設の整備、耐震化等による防災活動拠点や避難所の充実、強化。 

◆防災士資格の取得支援など、防災リーダーの育成。 

◆自主防災組織への活動費補助などにより活性化を図る。 

◆高齢者や障がい者などの避難行動要支援者について、自主防災組織、民生・児童委員 

 等と連携し支援体制を強化。 



災害時 境港市の配備体制（地域防災計画より） 

種別 配備の基準（抜粋） 任務（抜粋） 
本部
設置 

注意 

体制 

◆震度３の地震発生 

◆大雨・大雪注意報等 

◆島根原発でトラブル発生 

◆情報収集・伝達 

◆防災担当職員の待機 

◆第１警戒体制への移行準備 

― 

第１ 

警戒 

体制 

◆震度４の地震発生 

◆大雨・大雪・暴風警報等 

◆情報収集・伝達 

◆関係職員の参集 

◆第２警戒体制への移行準備 災害 

警戒 

本部 第２ 

警戒 

体制 

◆震度５弱の地震発生 

◆津波注意報 

◆台風の暴風域が通過する見込 

◆島根原発で警戒事態発生 

◆情報収集・伝達 

◆関係職員の参集・警戒活動 

◆応急対策の実施 

◆非常体制への移行準備 

非常 

体制 

◆震度５強以上の地震発生 

◆津波警報、大津波警報 

◆特別警報 

◆島根原発で施設敷地緊急事態、 

 全面緊急事態発生 

◆情報収集・伝達 

◆全職員配備 

◆応急対策を実施 

災害 

対策 

本部 
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※警察署、消防署とは注意体制時点から情報共有し連携して取り組んでいます。 

事 

態 

進 

展 



自助・共助・公助の連携による“減災” 

【自助・共助・公助の連携】 
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自 助 
「自らの安全は、自らが守る。」これが、防災の基本です。 

自分の手で、自身・家族・財産を守る 

備えと行動を自助といいます。 

共 助 

「隣近所で助け合って地域の安全を守る。」 

これが、地域を守る、最も効果的な方法です。  

近隣のみなさんで、救出・消火活動を早く始めるほど 

被害を小さく抑えられます。 近隣のみなさんと協力して、 

地域を守る、備えと行動を共助といいます。 

公 助 
 

※発災当初、公助
は対応困難です。 

「行政や自衛隊、警察、消防など公的機関が行う、 

市民の生命や、財産を守るための活動」のことです。 

◆災害発生時は、救助活動や避難所の開設、救援物資の支給など 

◆平常時は、災害の被害を軽減するための、避難所の指定や建物の 

  耐震化、防災対策の周知など 

 減災とは、震災などによる被害をできるだけ少なくするよう事前に万全な対策を立てて 

おこうとする考え方。また、その取り組みをいいます。 

【減 災】 
 

  



自主防災組織の現状と市の支援 
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市内の自主防災組織の状況 

 結成団体：５１組織（組織率 約７９．６％）※H30.2.1現在 

 市の支援について 

 （１）資機材整備費補助金 

    結成時及び結成後２０年を経過した自主防災組織に対し、 

    防災活動に必要な資機材の購入費を補助します。 

   ①助金額       ４万円＋（４００円×世帯数） 上限２０万円 

   ②購入品目の例   誘導棒、誘導ベスト、メガホン、担架、リヤカー、消火器、救急箱、 

                                   ビニールシート、毛布、スコップ、ロープ、コンロ、ガスボンベなど 
 

 （２）活動費補助 

   ①対象経費  防災訓練、研修会等に係る経費 

    （例）炊き出し食材、会議印刷費・茶、防災書籍、消火器、ヘルメット、笛、ポケットライト等 

   ②補助金額  実費補助（上限２～４万円／年）※参加者数により補助上限額が異なります。 
 

 （３）訓練、研修の支援 

   市担当者が研修会で説明したり、消防署員、日赤等による防災研修を仲介したりしています。 



Ｊアラート：ミサイル情報、津波情報、緊急地震速報等の緊急情報を、人工衛星を用いて国から市区町村の 

       防災行政無線等を自動起動することにより、住民に伝達するシステム。 

エリアメール：気象庁が配信する緊急地震速報や、国・地方公共団体が発する災害・避難情報などを、携帯 

        電話に一斉に、メールアドレスを用いず、市区町村単位で指定されたエリアに配信するもの。 

災害時の情報の伝達・収集について 
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市役所 

報道機関 

住民 

テレホンサービス（無料） 
0120-445-040 

トリピーメール（登録者） 

緊急速報（エリア）メール 

市ホームページ 

広報車（消防団車両含む） 

国 
防災行政無線 

全国瞬時警報システム（Ｊアラート） 

ラジオ 

インターネット 

テレビ 

県 



【トリピーメールの配信項目】 

◆気象警報・注意報 （大雨特別警報、大雨警報、大雪警報など）  

◆地震情報（震度3以上）  

◆津波情報 （大津波警報、津波警報、津波注意報など）  

◆防災・危機管理情報（災害情報（避難勧告等）など） ←市から配信 

◆ライフライン情報（停電情報など）  

◆生活・健康情報（ＰＭ2.5、黄砂、花粉、熊等の目撃、熱中症など）  

◆防犯情報 （不審者、行方不明者情報など）  

◆交通安全情報（交通安全に関する情報など） など 

※配信情報の種類や地域を選択することができます。 

トリピーメール登録のお願い 
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あんしんトリピーメールとは、登録いただいた方の携
帯電話・スマートフォン等に鳥取県内の配信を希望す
る防災情報等をメールでお送りするサービスです（登
録後もいつでも変更可能）！ 

＜ＱＲコードで簡単登録！＞ 

市（公民館放送を除く。）からの防災行政無線
放送は、トリピーメールを活用して、メール配信
しています。是非ご登録ください！！ 



 

 

地震への備え（日頃からできること） 
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 非常持出品を揃えましょう！ 

 ●非常持出品（例）   □避難グッズ     防災ずきん、笛、懐中電灯     携帯ラジオ等   □飲料水・食糧     水、乾パン、缶詰、レトルト食品等   □救急用品     救急医薬品、持病薬、常備薬等   □貴重品     健康保険証・免許証などのコピー   □生活用品     雨具、軍手、ライター、タオル、     生理用品等    ★家族構成に合わせた準備をしましょう！   ◇乳幼児用（粉ミルク、おむつ等）   ◇要介護者用（補助具の予備等）   ◇ペット用（ペットフード、ケージ等） 家の内外の安全対策をしましょう！ 

●家の中の安全対策   □出入りが少ない部屋に家具をまとめ、      安全なスペースを確保する。   □出入り口や通路には、物を置かない。   □寝室や子ども・高齢者等の部屋には、    倒れそうな家具を置かない。   □家具は転倒防止のため、金具等で固定    をし、落ちやすい物を置かない。   □食器棚等は、中の物が飛散しないよう    対策をする。   
●家の周辺の安全対策   □ベランダでは、植木鉢等は低い所に置    くか固定し、経路確保に常に整理する。   □窓ガラスに飛散防止フィルムをはる。   □屋根のアンテナは、固定し、瓦のひび    割れは補強をする。   □ブロック塀は、基礎や内部に鉄筋が無    い物は補強し、破損や傾きは修理する。 地震対策 



地震対策 
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《緊急速報（エリア）メール》 《緊急地震速報》 



地震（震度と揺れの強さ） 
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鳥取県中部地震 

熊本地震 



津波対策（取るべき行動） 
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《大津波警報》 
（１）すぐに避難 

 ▼海岸の近くで地震を感じたら、 

  海岸からすぐに遠く離れ、２階 

  建て以上の頑丈な建物（津波 

  一時避難所等）に避難する。 

 ▼震源が遠くて揺れがなくても 

  津波はやってくるので、津波警 

  報などが発せられた場合は、 

  すぐに避難する。 

（２）津波は繰り返し襲来 

 ▼津波警報などが解除されるま 

  で、避難を続ける。 

（３）引き潮がなくても襲来 

 ▼「津波の襲来の前には海水が 

  引く」という思い込みは間違い 

  ですし、大変危険です。 

津波対策 



避難先案内看板と安全ガラスの設置 
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【安全ガラス】 

※指定したガラス
は、割った際に
粉々になり、比較
的安全に中に入
ることができます。 

 

【津波避難ビル表示板】 

※施設内の避難
場所、避難できる
時間帯を記載。
「津波避難ビル」
は５か国語で記載。 

 12 
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津波災害時の浸水予測 

《平成30年度 改定予定》 



原子力災害の特徴 
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原子力災害対策 
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15 

15 15 
15 

30km：UPZ 

20km 

5km：
PAZ 

島根原発 

ＰＡＺ（予防的防護措置を準備する区域） 

    急速に進展する事故を想定し、緊 

    急時は直ちに避難を実施する。 

ＵＰＺ（緊急時防護措置を準備する区域） 

    事故の規模を踏まえ、屋内退避や 

     避難等を実施する。 

 原子力災害から身を守る（島根原発との位置関係） 
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経路１ 国道９号沿い 
経路２ 米子自動車道・ 

中国自動車道沿い 避難元 県内避難先 避難受入数 
境 港 市 鳥取市、岩美町、八頭町 約３．６万人 
米子市の一部 鳥取市、倉吉市、東伯郡 約３．７万人 



屋内退避の方法 
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 屋内退避の指示が出た場合には、速やかに建物の中に入り、ドア・窓を閉めるとともに換
気扇等は止めて、窓から離れるなどの被ばくを避ける行動をとりましょう。 

 また、防災行政無線やテレビ、ラジオ等から、正確な情報を確認しましょう。 
 

【屋内退避の指示が出たら】 



避難の方法（段階的避難の実施） 
 「広域住民避難計画」では、島根原子力発電所からの距離が近い区域から段階的に避難
を行うよう計画しています。 

 避難には、自家用車のほか、一時集結所から県が手配するバスなどで避難します。 
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段階的避難にご協力ください 
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避難方法（自家用車・バス）のイメージ 
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輸送経路 

徒歩で集結 

【一時集結所】 

【避難所】 

食糧 

水 

トイレ 

燃料 

安否確認 

交通誘導等 

避難退域時検査 

安定ヨウ素剤 

避難支援ポイント 

境港市 県 県、避難先市町村 

避難誘導 

安定ヨウ素剤 

※ＪＲ、船舶、航空機、ヘリコプター、自衛隊車両等は補完的な手段として計画しています。 

段階的避難に 

ご協力ください。 



一時集結所及び広域避難場所（抜粋） 
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弾道ミサイルの発射状況等（H29） 
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弾道ミサイル対策 
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弾道ミサイル発射とミサイル防衛 

◆06:57   ミサイル発射 

◆07:01   Jアラート放送 

         （東北・北海道） 
◆07:06頃  北海道上空通過 

◆07:16頃  約3700キロ飛翔し 

        着水 

【9/15発射 弾道ミサイルの飛翔イメージ】 

【弾道ミサイル防衛のイメージ】 



弾道ミサイル落下時の行動について 
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★弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。 

  弾道ミサイルは、発射からわずか10分もしないうちに到達する可能性もあります。 

  ミサイルが日本に落下する可能性がある場合は、国からの緊急情報を瞬時に伝える 

 「Ｊアラート」を活用して、防災行政無線で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、 

 緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。 



ミサイル発射 Ｊアラートの情報伝達 

Ⅲ 日本の領海外の  海域に落下した  場合 

Ⅱ 日本の上空を     通過した場合  

Ⅰ 日本に落下する 

  可能性がある場合 

②直ちに避難することの呼びかけ 

「直ちに避難。直ちに避難。 

直ちに建物の中又は地下に避難して下

さい。ミサイルが落下する可能性があ

ります。直ちに避難して下さい。」 

③落下場所等についての情報 

②ミサイル通過情報 ②落下場所等の情報 

④追加情報 

①ミサイル発射情報・避難の呼びかけ  「ミサイル発射。ミサイル発射。  北朝鮮からミサイルが発射された模様です。  建物の中、又は、地下に避難してください。」 

24 



Ｑ１：なぜ建物の中又は地下へ避難するのですか。 

Ａ１：ミサイル着弾時の爆風や破片などによる被害を避けるためには建物（できれば 

  頑丈な建物）の中又は地下（地下街、地下施設）への避難が有効だからです。 

 

Ｑ２：建物内に避難してから気を付けることはありますか。 

Ａ２： 爆風で壊れた窓ガラスなどで被害を受けないよう、できるだけ窓から離れ、できれば窓 

   のない部屋へ移動してください。 

 

Ｑ３：弾道ミサイルの情報が伝達されたとき、自動車内にいる場合はどうすればよいですか。  

Ａ３：車は燃料のガソリンなどに引火するおそれがあります。車を止めて近くの建物の中又 

   は地下に避難してください。周囲に避難できる建物などがない場合、車から離れて地面 

   に伏せ、頭部を守ってください。 

 

Ｑ４：「ミサイルが落下した可能性がある」と情報伝達があった場合は、どうすれば良いですか。  

Ａ４：続報を伝達しますので、引き続き屋内に避難して下さい。弾頭の種類に応じて被害の様相 

   や対応が大きく異なります。そのため、テレビ、ラジオなどで情報収集に努めてください。 

  ＜もし、近くにミサイルが着弾した場合＞ 

   ①屋外にいる場合は、口と鼻をハンカチで覆いながら、現場から直ちに離れ、密閉性の高 

    い屋内の部屋または風上に避難してください。  

   ②屋内にいる場合は、換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を密閉してください。 

弾道ミサイル落下時のＱ＆Ａ 
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 メモ欄 

ご清聴ありがとうございました。 


